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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 23日 (2006.3.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が そ の 位 置 で 顎 骨 穴 （ ２ ） に 嵌 め 込 ま れ た と き に 、 顎 骨 に 分 泌 さ れ る 細 胞
を 含 む 体 液 （ ９ ） 、 例 え ば 幹 細 胞 を 含 む 体 液 と 相 互 作 用 し 、 こ う し て イ ン プ ラ ン ト 沿 い に
新 生 骨 を 形 成 す る よ う に 配 設 さ れ る 、 Ｇ Ｓ Ｓ と 呼 ば れ る 単 数 ま た は 複 数 の 成 長 刺 激 物 質 を
含 有 す る イ ン プ ラ ン ト （ １ ５ ） 用 の 構 成 で あ っ て 、 顎 骨 穴 の 壁 に 当 て て 配 置 す る こ と が で
き る 外 面 が イ ン プ ラ ン ト に 設 け ら れ 、 前 記 外 面 に 第 一 直 径 （ Ｄ ） ま た は 半 径 （ Ｒ ） の 第 一
部 分 （ ３ 、 ４ ） お よ び 第 一 直 径 ま た は 半 径 よ り 小 さ い 第 二 直 径 （ Ｄ ’ ） ま た は 半 径 （ Ｒ ’
） の 第 二 部 分 （ ３ ａ 、 ４ ａ ） が 配 設 さ れ る こ と 、 お よ び イ ン プ ラ ン ト が 第 一 部 分 を 介 し て
穴 の 壁 に 支 承 さ れ あ る い は そ れ と 協 働 し 、 か つ 第 二 部 分 に よ っ て 穴 の 壁 と 一 緒 に 一 つ ま た
は そ れ 以 上 の 閉 鎖 空 間 （ １ ５ 、 １ ５ ） を 形 成 し 、 そ の 中 に 体 液 を 浸 透 さ せ る こ と が で き 、
か つ Ｇ Ｓ Ｓ を そ こ に 解 放 さ せ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 構 成 。
【 請 求 項 ２ 】
　 顎 骨 穴 （ ２ ） の 壁 に 当 て て 配 置 す る こ と の で き る 外 面 が 、 一 つ ま た は そ れ 以 上 の ね じ 山
（ ３ 、 ４ ） ま た は ね じ 部 を 設 け る こ と 、 お よ び 第 一 部 分 が ね じ 山 ま た は ね じ 部 の ね じ 山 の
頂 ま た は 外 ね じ 部 を 含 み 、 第 二 部 分 は ね じ 山 の 底 部 ま た は 内 側 部 分 を 含 み 、 前 記 閉 鎖 空 間
（ ５ ） は 、 ね じ 山 の 頂 ま た は ね じ 山 の 外 部 の 間 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 ね じ 山 が イ ン プ ラ ン ト の 外 周 の 全 部 ま た は 大 部 分 に 沿 っ て 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 表 面 ま た は ね じ 山 に 多 孔 質 酸 化 物 層 を 設 け 、 そ れ に よ っ て Ｇ Ｓ Ｓ を イ ン プ ラ ン ト 上 に
貯 蔵 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 構 成
。
【 請 求 項 ５ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 前 記 閉 鎖 空 間 （ ５ ） に Ｇ Ｓ Ｓ の 総 量 の 多 く を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。



【 請 求 項 ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が そ の 位 置 で 顎 骨 穴 （ ２ ） に 嵌 め 込 ま れ た と き に 、 第 一 部 分 は 穴 壁 と あ る
程 度 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ り 顎 骨 内 の イ ン プ ラ ン ト の 初 期 位 置 安 定 性 が も た
ら さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 一 部 分 （ ３ 、 ４ ） が 、 第 二 部 分 の 上 の 第 一 部 分 の 高 さ の ５ ～ ２ ０ ％ の 範 囲 の 顎 骨 内 へ
の 貫 入 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ８ 】
　 外 ね じ ま た は 外 側 部 分 は 、 一 方 に お い て 顎 骨 の 穴 壁 に お け る ね じ 込 み 機 能 を も た ら し 、
他 方 に お い て 前 記 閉 鎖 空 間 （ ５ ） の 形 成 を も た ら す ね じ 山 の 深 さ を 持 つ こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ９ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 、 燐 酸 カ ル シ ウ ム 、 自 己 骨 、 同 種 異 系 骨 、 異 種 移 植 片 、 ポ リ マ ー 材 料 等
と お そ ら く 協 働 し て 同 一 ま た は 異 な る 濃 度 の Ｇ Ｓ Ｓ が 充 填 ま た は 提 供 さ れ る 、 長 手 方 向 お
よ び ／ ま た は 横 方 向 の 陥 凹 （ １ ６ お よ び ５ ’ ’ 、 ５ ’ ’ ’ ） を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 穴 形 成 ま た は 歯 根 の 抜 去 に よ っ て 形 成 さ れ た 顎 骨 穴 （ ４ ） に 嵌 め 込 ま れ る こ と が で き る
イ ン プ ラ ン ト で あ っ て 、 一 方 に お い て 、 新 生 骨 が 形 成 さ れ る よ う に 体 液 中 の 細 胞 と 相 互 作
用 す る た め に 配 設 さ れ る Ｇ Ｓ Ｓ と 呼 ば れ る 成 長 刺 激 物 質 の 形 の 骨 誘 導 物 質 が 顎 骨 穴 で 囲 ま
れ た 空 間 に 施 与 さ れ 、 他 方 に お い て そ の 内 側 部 分 が 、 顎 骨 の 穴 の 内 側 部 分 の 線 に 近 接 し ま
た は 実 質 的 に 近 似 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 イ ン プ ラ ン ト が 実 質 的 に 歯 の 歯 根 の よ う に 伸 び あ る い は 分 岐 す る よ う に 設 計 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 イ ン プ ラ ン ト が そ の 内 側 部 分 で 前 記 イ ン プ ラ ン ト の 主 た る 長 手 方 向 の 広 が り に 対 し
て 弯 曲 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 イ ン プ ラ ン ト が 主 方 向 に 対 し て 配 設 さ れ た 二 つ ま た は 三 つ の 部 分 を 持 つ よ う に 構 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 穴 に そ の 位 置 で 嵌 め 込 ま れ た と き に 、 内 側 部 分 と 穴 の 壁 と の 間 に 一 つ ま た は そ れ 以
上 の 空 間 が 形 成 さ れ る こ と が で き 、 前 記 空 間 内 で 前 記 相 互 作 用 が 行 わ れ る よ う に 意 図 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 少 な く と も そ の 内 側 分 岐 部 で 、 分 岐 の 外 面 に 成 長 刺 激 物 質 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 、 イ ン プ ラ ン ト に 加 え ら れ る 下 向 き ま た は 内 向 き の 好 ま し く は 手 動 的 性
質 の 押 圧 力 に よ っ て 、 顎 骨 に 嵌 め 込 む こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ５
の い ず れ か に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 イ ン プ ラ ン ト の 内 側 部 分 の 各 分 岐 の 外 面 に 、 表 面 粗 さ ま た は 多 孔 質 酸 化 物 層 を 設 け 、 そ
れ に よ っ て Ｇ Ｓ Ｓ を 同 一 ま た は 変 動 濃 度 の 層 状 に 貯 蔵 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ ０ ～ １ ６ の い ず れ か に 記 載 の イ ン プ ラ ン ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 展 開 で は 、 顎 骨 穴 の 壁 に 当 て て 配 置 す る こ と の で き る 外 面 に 、 一 つ ま
た は そ れ 以 上 の ね じ 山 ま た は ね じ 部 を 設 け る こ と 、 お よ び 第 一 部 分 が ね じ 山 ま た は ね じ 部
の ね じ 山 の 頂 ま た は 外 ね じ 部 を 含 む こ と を 提 案 す る 。 こ の 場 合 、 第 二 部 分 は ね じ 山 の 底 部
ま た は 内 側 部 分 を 含 み 、 し た が っ て 、 上 記 閉 鎖 空 間 は 、 ね じ 山 の 頂 ま た は ね じ 山 の 外 部 の
間 に 位 置 す る 。 各 ね じ 山 は イ ン プ ラ ン ト の 外 周 の 全 部 ま た は 大 部 分 に 沿 っ て 延 在 す る こ と
が で き る 。 外 表 面 ま た は ね じ 山 に は 多 孔 質 の 層 を 設 け る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て Ｇ Ｓ Ｓ
を イ ン プ ラ ン ト 上 に 貯 蔵 す る こ と が で き る 。 こ う し て イ ン プ ラ ン ト は 、 上 記 閉 鎖 空 間 に Ｇ
Ｓ Ｓ の 多 く （ よ り 高 い 濃 度 ） を 保 持 す る こ と が で き 、 イ ン プ ラ ン ト に Ｇ Ｓ Ｓ を 移 植 す る こ
と が で き 、 こ れ に よ り 数 ナ ノ メ ー ト ル の 厚 さ の 外 皮 を も た ら す こ と が で き る 。 一 般 的 に 、
厚 さ は 数 オ ン グ ス ト ロ ー ム か ら 数 マ イ ク ロ メ ー ト ル ま で 選 択 す る こ と が で き る 。 第 一 部 分
は 穴 壁 と 協 働 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 顎 骨 内 の イ ン プ ラ ン ト の 初 期 位
置 安 定 性 が も た ら さ れ る 。 し た が っ て 、 第 一 部 分 は 、 第 二 部 分 の 上 の 第 一 部 分 の 高 さ の ５
～ ２ ０ ％ の 範 囲 の 顎 骨 内 へ の 貫 入 を 持 つ こ と が で き る 。 外 ね じ ま た は 外 側 部 分 は 、 一 方 に
お い て 顎 骨 の 穴 壁 に お け る ね じ 込 み 機 能 を も た ら し 、 他 方 に お い て 上 記 閉 鎖 空 間 の 形 成 を
も た ら す ね じ 山 の 深 さ を 持 つ よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 イ ン プ ラ
ン ト は 、 上 記 タ イ プ の 材 料 ま た は 代 替 物 と お そ ら く 協 働 し て Ｇ Ｓ Ｓ が 充 填 ま た は 提 供 さ れ
る 、 長 手 方 向 お よ び ／ ま た は 横 方 向 の 陥 凹 を 持 つ よ う に 設 計 さ れ る 。
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